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はじめに

はじめに
　
　我が国の総人口は 2004 年をピークに減少に転じました。急速な少子高齢化が進展し、社会経済情
勢は大きく変化する中で、医療、介護、児童手当、年金、雇用保険等社会保障制度の改革は喫緊の課
題となっています。特に戦後ベビーブーム世代がすべて後期高齢者となる 2025 年に向けて、医療や
介護政策は、病院・施設から在宅療養や地域ケアへと大きくシフトしつつあり、地域で働く訪問看護
師への期待もますます高まっています。
　しかし、訪問看護師数や訪問看護事業所数は微増傾向にあり、2013 年 1月現在で 6,439 訪問看護
ステーションが活動していますが、社会のニーズとは大きくかけ離れた数にとどまっています。
　訪問看護の量的拡大を図る解決策としては、より多くの看護師に訪問看護への理解を深め、チャレ
ンジする機会を増やすことと考えます。地域で生き生きと働く訪問看護師を多数輩出するための方策
を早急に打ち出すことが看護職能団体に求められています。
　現在、「看護師等の人材確保の促進に関する法律（1992 年 6月、法第 86号）」において、多くの都
道府県ナースセンター（各都道府県看護協会委託）では、訪問看護に関する研修会が開催されています。
また、2010年の医政局長通知「看護職員確保対策事業等の実施について」により、病院等で「新人看
護職員研修事業」が研修ガイドラインに沿って実施されています。さらに「訪問看護推進事業」では、
都道府県等が実施者で、訪問看護ステーション看護師の研修や在宅ターミナルケア研修を行っています。
　一方、2004 年には日本看護協会の訪問看護検討委員会が、訪問看護師の質を担保するための「新た
な訪問看護研修カリキュラムステップ 1、ステップ 2」をとりまとめました。各都道府県看護協会の訪
問看護師養成講習会等に取り入れられて、すでに 8年が経過しました。本財団でも当該カリキュラム
ステップ 1に準拠した「訪問看護 eラーニング」を 2008 年から配信し、2012 年度までに累計約 5,000
人が受講されたところです。
　このような背景のもとに、2012 年度において、本財団は日本看護協会から「訪問看護師養成基礎カ
リキュラムの作成事業」の委託を受けて訪問看護師を増加させるための教育を検討することになりま
した。
　本カリキュラムの受講者は、新卒看護職、潜在看護職、退職後の看護職、医療機関等から地域へ転
職を図る看護職など幅広くとらえました。
　訪問看護に興味を持ってまず一歩踏み出してみることができるように、訪問看護の導入部分に位置
づけ、2日間のカリキュラムを「コアカリキュラム」としています。
　その後は、訪問看護師個々の経験や教育歴などによって、訪問看護を実践しながら学ぶこと（OJT）や、
必要な知識や技術を習得するために、既存の研修会等を選択して学ぶことを提案します。
　訪問看護は医療機関の治療を充実させる看護とは違って、疾病や障がいとつき合いながら生活して
いる方への看取りまで含めた看護です。訪問看護ならではのやり甲斐と醍醐味をもたらしてくれます。
　1人でも多くの看護師がコアカリキュラムを活用し、訪問看護師への「始めの一歩」を踏み出してい
ただけることを心から願っています。

　2013 年 3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　日本訪問看護財団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　 清水嘉与子
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Ⅰ．2012 年度　「訪問看護研修カリキュラム」作成までの経緯

1 カリキュラム検討の背景

　わが国の少子超高齢化は世界に類を見ないスピードで進行し、団塊の世代が後期高齢者となる 2025
年を見据えて、社会保障の抜本的な見直しが行われている。特に有病者や障がい者の割合が多い高齢
者の在宅ケアには看護職の関わりが不可欠であり、地域で暮らす高齢者や障がい者等の生活支援に関
わる訪問看護師への期待は大きい。
　しかし一方で、訪問看護師数・事業所数は共に微増であり、急増する高齢者に追いつけないことが
予想される。時代のニーズに合った訪問看護サービス供給のために、2025 年には現在の２倍以上の訪
問看護師が必要との試算もある。
　このような状況を踏まえ、訪問看護師を全国的に増員するための方策の一つとして研修事業の見直
しが挙げられ、この度本財団では日本看護協会の委託事業「訪問看護師養成基礎カリキュラムの作成
事業」に着手することとなった。
　これまで各都道府県看護協会では 1998 年に厚生労働省から示された「訪問看護師養成講習会カリ
キュラム」や2004年に日本看護協会（訪問看護検討委員会）から示された「新たな訪問看護研修カリキュ
ラム　ステップ１」に基づいて、訪問看護師養成講習会を実施している。
　しかし、現行の上記カリキュラムは共に総時間数 240 時間（実時間は 180 時間）であり、全課程を
終了するまでに多くの時間を要し受講期間が数か月に及ぶ場合もある。このような長期に及ぶ研修の
受講によって、訪問看護師の活動時間が削減されてしまうこともマイナス要因となっている。その結果、
講習会の受講者は減少傾向にあり、集合研修による座学部分に個別学習形式のｅラーニングを活用す
る県も 20都府県を超えている。訪問看護師を多数輩出するためには、長期に及ぶ集合研修では受講者
数の確保が困難なため、ｅラーニングを含めた多様な研修を組み合わせることも一方策であろう。
　このたび、訪問看護師の増員を目的として、短時間の研修で必要最小限の知識を得ることにより、
まず訪問看護への一歩を踏み出してもらえるようなカリキュラムを検討することとなった。
　現行カリキュラムを大幅に短縮したカリキュラム（2012 年度訪問看護研修カリキュラム「コアカリ
キュラム」以下、「コアカリキュラム」という。）を作成することを目的として、本事業では、検討委
員会４回、ワーキング委員会８回を開催し検討を重ねた。

Ⅰ 2012 年度「訪問看護研修カリキュラム」作成までの経緯
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 表１　訪問看護師養成基礎カリキュラムの作成検討の経緯（検討委員会）

実施日時 実施内容

７月５日（木） ●第１回
　検討委員会

・・現行カリキュラム（厚生労働省訪問看護師養成講習会カリ
キュラム及び日本看護協会新たな訪問看護研修カリキュラム
ステップ１）の確認
・・都道府県による訪問看護師育成の取組みの紹介（東京都・千
葉県）
・・本事業の方向性の確認

９月 27日（木） ●第２回
　検討委員会

・・研修受講対象者の検討
＊新卒看護師を対象者に含む４つの区分の看護職を想定する
することを提案

・ワーキング（案）に基づいたカリキュラム内容の検討

10月 18日（木） ●臨時
　検討委員会

・・事業計画の再確認
・・今後の委員会の進め方の確認

12月３日（月） ●第３回
　検討委員会

・・社会から望まれる訪問看護師像の明確化
・・研修受講対象者の決定
・・カリキュラム全体像の確認
・・カリキュラム展開方法の検討

２月 28日（木） ●第４回
　検討委員会

・・カリキュラム（案）の決定
＊訪問看護師となる導入研修としての位置付けとする。
＊ワーキングで検討された研修に必要な内容を更に吟味し、
最も必要とされる内容とする。

・・報告書（案）の検討
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 表２　訪問看護師養成基礎カリキュラムの作成検討の経緯（ワーキング委員会）

実施日時 実施内容

８月６日（月） 〇第１回
　ワーキング

・第１回検討委員会の検討結果を受けた本事業の方向性の確認
・これまでの訪問看護研修の変遷と現状把握
・ワーキングでの具体的作業の確認

10月４日（木） 〇第２回
　ワーキング

・第２回検討委員会の検討結果を受けた研修対象等の明確化
・現行カリキュラム（新たな訪問看護研修カリキュラムステッ
プ１、以下「ステップ１」という。）と訪問看護ｅラーニン
グとの整合性の確認
・文献や資料などから現在から 2025 年へ向けた訪問看護の需
要、看護師養成・就労状況の状態の確認

11月２日（金） 〇第３回
　ワーキング

・第２回ワーキングの結果より、社会から望まれる訪問看護師
像（案）の作成
・カリキュラム展開方法の検討

11月 19日（月） 〇第４回
　ワーキング

・研修受講対象者の明確化
・ステップ１の内容を元にコアカリキュラムを検討
＊ステップ１の全内容を精査し、コアカリキュラムに必要な
内容を検討する。

＊訪問看護の現状に合わない内容及び新たに取り入れるべき
内容を検討する。

12月 10日（月） 〇第５回
　ワーキング

・第３回検討委員会の検討結果を受けた本研修終了時の到達目
標の作成
＊「学士課程においてコアとなる看護実践能力と卒業時到達
目標」を参考にしたコアカリキュラム終了時の目標を作成
する。

・第４回ワーキングの作業の継続

１月８日（火） 〇第６回
　ワーキング

・上記到達目標に基づいたコアカリキュラムとする内容と継続
カリキュラムの内容の分類を検討

２月５日（火） 〇第７回
　ワーキング

・上と同様にコアカリキュラムとする内容と継続カリキュラム
とする内容の分類および学習時間数の検討を継続

３月 12日（火） 〇第８回
　ワーキング

・第４回検討委員会の検討結果を受けたカリキュラム（案）の
検討
・報告書案の検討
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2 社会から望まれる訪問看護師像

　コアカリキュラム作成にあたり、現在、社会から望まれる訪問看護師像をワーキング委員会におい
て検討した。在宅療養者の医療と生活の両方のアセスメントは看護職の得意とするところであり、地
域包括ケアにおいて要となる以下のような役割が期待されていると考えられた（図１）。

○訪問看護の対象となる人々の「生活」を基盤とした看護が実践できること
○・多職種との連携・協働の中で自らの役割を自覚し、メンバーシップ・リーダーシップが取れる
こと
○訪問看護の実践や役割を社会へ向けて発信できること

　このような訪問看護師となるためには様々な経験と学習の積み重ねが必要である。
　ただし、コアカリキュラム受講終了時では、訪問看護への第１歩を踏み出してみようと考えられる
ことを目標としている。
　　

 図 1　社会から望まれる訪問看護師像　

地域包括ケアシステムの中で要となる訪問看護師

○ 訪問看護の対象となる人々の「生活」を基盤とした看護が実践できる
訪問看護師
・医療と生活のアセスメントを行う
・PDCA サイクルを用いた看護実践を行う
・重症化防止など予防的視点を持った看護を提供する
・自立支援や看取り等の支援を行う

○ 多職種との連携・協働の中で自らの役割を自覚し、メンバーシップ・ 
リーダーシップが取れる訪問看護師
・チームケアにおけるコミュニケーションを円滑に行う

○訪問看護の実践や役割を社会へ向けて発信できる訪問看護師
・状況や相手に応じた適切なプレゼンテーションができる
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Ⅱ．2012 年度　訪問看護研修カリキュラム「コアカリキュラム」

1 コアカリキュラムの位置づけ

　本事業の委員会では、次に示すとおり４つの区分の看護職の受講を想定してコアカリキュラムを検
討した。これらの看護職は経験や教育背景は様々であるが、訪問看護師としての活動を始めるにあた
り必要な知識・技術は共通するものであると考えられた。
　今回新たに作成したコアカリキュラムは、図２に示す黄色で示した部分である。これは、対象とな
る４つの区分の看護職が「訪問看護をやってみよう」と思い立った時点で、最初に受講することが望
まれるカリキュラムとして位置付けた。
　受講者が受講しやすい短期間のカリキュラムを作成すべく、改めて 2004 年に作成された「新たな
訪問看護研修カリキュラム　ステップ１」の内容を吟味し、訪問看護の実践に必要不可欠な事柄のみ
に凝縮したカリキュラムの作成を試みた。
　現行の「新たな訪問看護研修カリキュラム　ステップ１」を構成する内容はいずれも受講が必要な
内容と考えられたが、今回検討を進める主旨に沿って、可能な限りスリム化を図り、多くの看護職が
気軽に参加できる、また、主催者側にとっても開催しやすい内容にブラッシュアップした。
　ただし、これは「新たな訪問看護研修カリキュラム　ステップ１」に替わるものではなく、訪問看
護への導入研修ともいうべき新カリキュラムである。
　本コアカリキュラムを受講することで訪問看護師への一歩を気軽に踏み出すことができるよう敢えて
「新たな訪問看護研修カリキュラム　ステップ１」を受講する前の段階に位置づけることにした（図２）。

Ⅱ 2012年度　訪問看護研修カリキュラム「コアカリキュラム」

2012年度 訪問看護研修カリキュラムイメージ

既卒者

精神障害者

終末期ケア

難病看護認知症看護

訪問看護管理

【学習方法】
①講義等による知識の習得

【到達目標】

リスクマネジメント

小児・障害児

退院支援

看護系団体等が開催する既存研修（例）

図２：

スキルアップカリキュラム（既存の研修
カリキュラムを積極的に活用する）

＊新卒者はできるかぎり多くのスキルアップ
カリキュラムを受講する

＊既卒者は経験によって、スキルアップカリ
キュラムを選択する

②演習（グループワークや
ロールプレイ）による知
識と体験との統合

訪問看護に興味を持つ
受講者がやってみよう、
やれるかもしれない、と
感じることができる

訪問看護eラーニングや訪問看護師養成講習会（ステップ1）
※コアカリキュラムとスキルアップカリキュラムの間に位置するが内容の
見直しと科目選択を可能にするなどの構造の見直しが課題である。

＊全対象者に受講を勧めるコアカリキュラム

1.訪問看護に従事
する新卒者

2.定年後の
セカンドキャリア

3.医療機関・Ｓｔ等に
就労している現役

4.就労して
いない潜在

 図 2　2012 年度　訪問看護研修カリキュラムイメージ　
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2 コアカリキュラムの受講対象となる看護職

　現行の「新たな訪問看護研修カリキュラム　ステップ１」では受講資格として３年以上の看護の実
務経験を課している。これは主に単独で利用者宅へ訪問し、判断・実施・評価を行う訪問看護の特性
から新卒看護職の就業は困難であるとの見解が背景にある。
　しかし、看護師基礎教育に在宅看護論が採用されて既に 15 年が経過し、また看護系大学も全国で
210 校を超え、学生の中には卒後すぐに訪問看護分野への就職を希望している者もあることが報告さ
れている。
　訪問看護師増員のためには、新卒看護師の訪問看護への就業が期待されつつあることから、このカ
リキュラムを受講する対象者は、新卒看護師も含めることとなった。
　また、従来から就業を期待されている潜在看護職や医療機関等からの転職者、定年後のセカンドキャ
リアを活かす看護職を加え以下の４つの区分を想定した。

　１）新卒看護職
　　　看護大学（院）、看護学校等の卒業直後で、ほとんど実務経験のない看護職

　２）潜在看護職
看護基礎教育を終え、看護師の実務経験を有するが、その後育児・介護などによって、実務を
退いて数年を経ている看護職

　３）医療機関等に勤務する看護職
現在は医療機関等で勤務をしているが、訪問看護にも関心を持っている看護職

　４）定年退職後の看護職
定年退職により、一度は看護の職場を離れたが、セカンドキャリアとして訪問看護を選択する
看護職

3 コアカリキュラム終了時の到達目標

　初めて訪問看護を実施する場合、一人で訪問し判断するという活動は、大きな不安を伴う。本カリキュ
ラムは「私も訪問看護師として、一歩を踏み出せそう！」という自信につながるものとしたので、受
講を終了した時に「訪問看護をやってみよう、やれそうだ。」と思えることが目標となる。
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Ⅱ．2012 年度　訪問看護研修カリキュラム「コアカリキュラム」

4 コアカリキュラムの運用

1）「Ⅰ．訪問看護とは（概論）」
【１日目午前：４時間（45 分＝１時間で換算）】
　この科目は半日かけて講義で行う。
　ねらいは、「訪問看護活動に要する初歩的な知識を学ぶ」とし、目標は以下の３つとした。
　　①社会に求められている訪問看護サービスを知る。
　　②訪問看護の対象者（利用者本人・家族・地域）を知る。
　　③訪問看護の制度とサービスの仕組みを知る。
　ここでは特に利用者個人だけでなく家族への関わりが重要となること、地域での一つの資源として
看護職が仕事をすること、介護職等との連携が重要であることについて触れる内容とし、学習方法は、
講義形式が望ましい。
　集合研修として、半日程度の時間を使って実施する。難しい内容を詰め込むような講義ではなく、
研修者の疑問を払拭できるように質問に答えながら、心構えや意欲を引き出せるように働きかけるこ
とが必要である。視聴覚教材（映像やスライド）などを用いて高齢者、小児、難病、精神障害者など、
できるだけ多様な訪問看護の実際を見せ、訪問看護の魅力を伝えられるとよい。

2）「Ⅱ．訪問看護基礎技術」
　この科目は１日半かけて演習（グル―プワーク）で行う。
　ねらいは、訪問看護の対象者として接することの多い「脳血管疾患を持つ高齢者の事例から訪問看
護の実際と必要な基礎技術を学ぶ」とし、目標は以下の６つとした。
　　①訪問看護に必要なコミュニケーションや接遇が理解できる。
　　②訪問看護が関わることによるＱＯＬ向上がイメージできる。
　　③家族・介護者への支援がイメージできる。
　　④多職種との連携がイメージできる。
　　⑤地域の特性や社会資源を知る。
　　⑥訪問看護における基本的なリスクマネジメントを知る
　　

【１日目午後：４時間】
　初日の後半となる半日で、数名ずつのグループに分かれる。グループのチューターとなる役割の人が、
在宅療養者の典型的な事例を提示する。事例について、研修者間で共通のイメージをもてるようにディ
スカッションする。その際、理解できない部分や疑問についてお互いに確認したり、次の研修までに
それぞれが調べてくる。次にグループ内で役割を決める（参考書を調べたり、地域の資料を収集したり、
話を聞いてきたりなど）。
　この時点での学習内容は、以下の通りである。
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との関係（ケアプランの見方）など

学習内容１
・訪問看護の対象者（利用者と家族）
・訪問看護におけるマナーや接遇（利用者主体）　　
・介護保険制度と医療保険制度における訪問看護サービス提供の仕組み
・主治医との関係（訪問看護指示書、訪問看護計画書及び訪問看護報告書）　
・ケアマネジャーとの関係（ケアプランの見方）など 　　

【２日目終日：８時間】
　１日目の学習から数日おいて、２日目を設定すると効果的である。その間にグループメンバーそれ
ぞれが調べてきた内容について、発表し合ったり資料を配布して共通認識を深め、上記学習内容につ
いて、グループ内で共通理解する。
　訪問看護サービス導入後の看護計画について、どのような看護サービスによって利用者や介護者の
変化がもたらされ、さらにどのような看護を提供したら良いのか、お互いに意見交換する。
　その際チューターは、以下の学習内容について、触れることができるように、グループワークをファ
シリテートする役割をとる。時間切れとなった場合には、触れられていなかった学習内容について、
最後に説明し、これからの実践の中で学べるように自己学習を促す。
　この時点での学習内容は、以下の通りである。

学習内容２
・適切なフィジカルアセスメントによる病状管理と異常の早期発見　
・服薬管理（脳梗塞再発作の予防等）　
・生活リハビリテーション（ADLの維持及び向上）　
・精神的支援　　
・家族支援
・在宅療養に影響する地域の特性や社会資源　
・リスクマネジメント（感染予防や個人情報保護など）　
・多職種連携

3）コアカリキュラムの詳細
　時間数、ねらい、学習目標及び学習内容は表３のとおりである。学習方法についても、演習の進め
方やチューターの役割を記載している（表３）。
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Ⅱ．2012 年度　訪問看護研修カリキュラム「コアカリキュラム」

 表３　コアカリキュラム
Ⅰ．訪問看護とは（概論）

時間数 4時間：約２コマ（約 0.5 日）

ねらい 訪問看護活動に要する初歩的な知識を学ぶ。

学習目標及び学習内容 学習方法

目標１ 社会に求められている訪問看護サービスについて知る
１）少子超高齢多死社会の現状
２）家族形態の変化
３）在宅療養者の生活実態
　　（高齢者、認知症、難病、精神障がい者、小児、予防から終末期まで、　　等）
４）訪問看護に期待されている役割

講義

目標２ 訪問看護の対象（利用者本人、家族、地域）を知る
１）訪問看護の定義と対象
２）利用者の特性
　（１）医療的ケアの必要性
　（２）寝たきりや全身状態の低下による病状悪化・合併症の危険性
　（３）リハビリテーションの必要性
　（４）エンド・オブ・ライフケアの必要性
　（２）施設内看護と訪問看護の違い（場・体制の違い）
３）家族を含めた生活者としての視点と基本姿勢
　（１）生活を中心とした看護の視点
　（２）在宅療養者とその家族の主体性の尊重
　（３）健康や疾病や障害のレベルに合わせた看護の視点
　（４）セルフケアと自立支援の視点
　（５）在宅療養者と家族のＱＯＬの確保
　（６）自己決定とインフォームドコンセント
　（７）人権擁護の視点
３）地域の特性を踏まえた健康課題の把握
　（１）地域特性の把握（人口構成、産業、文化、交通事情、住民の暮らしなど）
　（２）地域に存在する社会資源
　（３）活動地域の病院や施設、保健所、関係機関・団体や関係職員等

目標３ 訪問看護の制度とサービス提供の仕組みを知る
１）法制度からみた訪問看護の位置付け
　（１）健康保険法に基づく訪問看護制度
　（２）介護保険法に基づく訪問看護制度
２）実施形態（機関）からみた訪問看護の違い
　（１）訪問看護ステーションからの訪問看護
　（２）医療機関（病院・診療所）からの訪問看護

備考

＊制度については、聞いただけでは理解しにくい。参考書を 1冊手元において、事例と
照らし合わせながら学んでいく方法もある。

＊制度については、新卒者は既習、既卒者は未習または古い情報になるので、自己学習
が必要となる。実践の場で必要に迫られて学べるように誘導する。

＊資料を提供して自己学習あるいは事例を通じて実践の中で学ぶ。（OJT）
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Ⅱ．訪問看護基礎技術：学習内容と進め方

時間数 12時間：約６コマ（約 1.5 日）

ねらい 脳血管疾患をもつ高齢者の事例から訪問看護の実際と必要な基礎技術を学ぶ

学習目標及び学習内容 学習方法

目標１ 訪問看護に必要なコミュニケーションや接遇が理解できる
１）利用者宅に「訪問する」ことを意識した挨拶や振る舞い
２）利用者や家族が理解できる説明やコミュニケーション
３）利用者の人権を尊重した関わり（アドボケイト（権利擁護））

１．演習を基本とする
２．個人作業とグループ
ワークを組み合わせ
る

３．個人作業の結果はグ
ループ内で発表し討
論する

　　　　　・

　　　　　　　・

目標２ 訪問看護が関わることによる QOL 向上がイメージできる
１）フィジカルアセスメントの適切な実施の意味（病状観察、異常の早期発見）
２）訪問看護の関わりによるADLの向上
３）精神的支援によるQOLの向上
４）再発作防止のための服薬管理

目標３ 家族・介護者への支援がイメージできる
１）介護に自信が付き介護力が向上できるような関わり（労いと介護指導）

目標４ 多職種との連携がイメージできる
１）主治医との関係（訪問看護指示書交付と訪問看護計画書・報告書の提出）
２）介護保険制度における訪問看護の仕組み（ケアマネジャーから提示され
るケアプランの見方）

３）利用しているサービス担当者との連絡方法

目標５ 地域の特性や社会資源を知る
１）利用者が居住している地域にある社会資源
２）地勢や気候など健康状態や生活に影響を与える要因としての地域の特性

目標６ 訪問看護における基本的なリスクマネジメントを知る
１）記録などの保管や移動
２）医療廃棄物の処理
３）自らが感染源とならないような感染予防策（手洗いと手指消毒）

備考

【グループ構成】
＊様々な年齢、性別、実務経験、勤務場所の人で混成されたグループとする。
発表はしないでグループごとに完結する。

【教材等】
＊必要な教材を事前に用意しておく。（教科書・ビデオ・インターネット環境・
自治体の広報や統計資料など）
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【具体的な学習の進め方】 

【演習の進め方】・・
　１．事前に事例を読み事例概要をイメージできるようにしておく（事前学習）
　２．お互いにわからない部分について調べたり話し合ったり、説明し合う（情報収集）　　　　　　　　　　　・
　３．訪問看護が関わる前の看護上の問題、課題についてお互いに出し合い、まとめる（アセスメント）・ 　
　４．看護上の課題について、どのような看護の提供があったかを考える（計画立案・実施）・
　５．提供された看護のよって利用者・介護者が変化していくことを認識する（評価）・
・ ・
【チューターについて】・ ・
　この科目にはチューターの配置が必要である。チューターは訪問看護の経験者が望ましく、例えば訪問看護認定
看護師や訪問看護ステーション管理者、看護系大学の在宅看護論担当教員などの活用を検討する。
　更にグループワークによって学習内容とされている内容を学べるように、グループ全員をファシリテートする役
割がとれる人でなければならない。また、意図的な発言や促しをする役割を取っても良いが、グループを自らリー
ドすることなく、あくまでも傍観者としての役割を取ることが必要である。・
　＜チューターの役割＞・
　１．最初に全員が短時間で自己紹介する。・
　２．メンバー全員が発言できるように促す。・
　３．自由に語ってもらい、司会やまとめ役にはならない。傍観者的に位置しグループの輪には入らないで見守

る。・
　４．事例を通して学習してほしい要素については、学べる演習になるように誘導するための質問や助言を意図的

に行う。
　５．時間切れにならないよう、タイムキープしながらファシリテートする。・
　６．メンバー間に学習量の差がありそうな場合は、全員に自己学習資料を再度提示したり外部研修会への参加を

勧める。

※・３～５を 2 日目に
１日かけて行う

※・１～２を初日の午後、
半日で行う
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Ⅱ．訪問看護基礎技術：学習事例

基本情報

氏名・性別 東京　太郎　氏　（男性）

年齢 85歳

住所 ○○県××市（研修対象者の活動エリアに合わせる）

介護認定の状況 要介護３

障害老人の日常生活自立度 B２

認知症高齢者の日常生活自
立度 Ⅰ

障害認定の状況 身体障害２級

経済状況 厚生年金受給

健康保険の種別 国民健康保険

ケアマネジャー
（介護支援専門員） 別法人の福祉職ケアマネジャー

既往歴 20年前から高血圧にて近医に受診していた

主治医 県立リハビリテーションセンターの神経内科医

受療状態

主病名 左脳梗塞

現病歴
1年前に夜間トイレで倒れたところを妻が発見し、救急車にて搬送され、
内科的治療により軽快し病状が安定したため、自宅への退院の運びとなっ
た。その後、訪問看護を利用し数ヶ月が経過している

通院 退院後は月 1回

内服薬 降圧剤、緩下剤、眠剤を服用中

心身の
機能

体格 身長 160cm　体重 50kg

脳血管障害後遺症

右上肢は完全麻痺し、肘関節の手関節共に拘縮あり（約 90～ 75度）
左上肢は自動運動可能だが、右利きのため握力、筋力は弱い
下肢は右不全麻痺。機能訓練により介助があれば立位と短距離の歩行は可
能となった

聴力 軽度難聴あり　

発語 失語があり、発語があるもやや聞き取りにくい。なかなか言葉が出にくく
時間がかかる

活動状態

寝返り 寝返りは可能だが不十分

起き上がり 何かに掴まればできる

歩行・移動 屋内の移動は介助歩行または車椅子、屋外は車椅子移動である
車椅子は左手で自走可能だが遅い

移乗 介助があればできる

更衣 介助があればできる

入浴・洗身 自宅およびデイケアで看護師の介助によって入浴している。洗身は左手が
全身に届かず介助を要する
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活動状態

食事 左手でスプーン、フォークを利用して、自力摂取可能。時折むせることが
あるが、嚥下できている

排泄

尿便意はあるが、間に合わずに失禁することもあるため、パットを使用し
ている
日中は介助でポータブルトイレを使用し、夜間は自動採尿器を使用してい
る

洗面・整容 一部介助

調理・掃除・金銭管理 以前より妻が実施

買い物 妻が実施

服薬 妻が管理している

社会参加

本人の思い リハビリをして、もう少し歩けるようになりたい

職歴 貿易会社の事務職員として、大学卒業後就労し、経理課長として 65 歳の
定年まで働いた

入院前・入院中の生活
退職後は地域活動にも時折参加したものの、旅行や趣味の釣りに出かけて
いた。近所の碁会所にも行き、囲碁をやっていた。入院中はテレビ鑑賞や
ラジオを聞いたり、新聞、雑誌を読んで過ごしていた

療養環境

主介護者 妻：妻 80歳（高血圧があり定期受診と服薬をしている）と二人暮らし

妻の思い
毎日の病院通いもつらくなり、帰宅出来てホッとしているが、頼れる息子
も近くにおらず、病気の夫と二人の生活にはまだ不安がある。しかし、で
きるだけ本人の望むようにしてやりたい

その他の家族 長男、次男共に遠方の他県に在住し 50 代。どちらも共働きで多忙。孫は
大学生と高校生で、年に数回家族で来訪する程度

住居 一戸建て持家（築 40年）、トイレ・浴室の改修済み。1Ｆ居室にベッドとポー
タブルトイレ設置

退院後の本人の変化

イライラすることが少なくなり、「やっぱり家はいい。」と言っている
左上下肢の動きがややスムーズになった
失禁の回数が減少した
訪問看護師と話す時間が長くなった
碁会所での友人が時々訪ねて来るようになった
座位時間が長くなり、臀部にやや発赤が見られている

退院後の妻の変化

疲労を口にすることもあるが、笑顔もみられるようになった
わからないことを訪問看護師に質問してくるようになった
訪問時には看護師に任せて外出することもある
血圧が安定してきた
膝痛・腰痛の訴えが増えた

利用しているサービス

訪問看護：２回／週
＜状態観察（全身状態・精神状態）・服薬確認・入浴介助・リハビリ・介護
者支援など＞
デイケア：１回／週
＜状態観察・入浴・リハビリなど＞
訪問介護：２回／週
＜清拭・足浴・ベッドメイキングなど療養環境の整備・受診介助など＞
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5 コアカリキュラムの活用方法

1）受講の時期
　研修者が訪問看護に関心を持った時点で受講できることが望ましい。また、既に訪問看護に就業し
ている場合にも出来る限り早い時点で受講が可能なように研修開催側も複数回の機会を設けることが
望ましい。

2）新人訪問看護師採用のための教育体制作り
　新入職員への教育体制が不十分という訪問看護ステーションも多い。そんな時にコアカリキュラム
の活用が有効であろう。
　複数のステーションの新人看護師を集めて開催することにより、共通のオリエンテーションとして
位置づけられ、同じ地域の資源や制度については、地域に精通した講師から豊富な知識や資料を提示
してもらうこともできる。
　また、普段、在宅看護実習等で交流のある教員を活用する方法もある。
　研修は、小さい単位でも開催できるようコンパクトにしたので、同じ地域に働く新人訪問看護師が
互いに情報交換し、相談し合う仲間として横のつながりをもつ機会にもなろう。特に新卒看護師採用
の際には有益であると考えられる。
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Ⅲ．「コアカリキュラム」に続くスキルアップカリキュラムの考え方

1 スキルアップカリキュラムの考え方

　スキルアップカリキュラムは、図２（P.・５）に示したコアカリキュラムに続いて積み上げていく学
習のためのカリキュラムである。
　訪問看護への導入研修であるコアカリキュラムは研修者の経験や背景によらず全ての看護職を対象
とした。しかし、その後の学習ニーズは研修者の経験や背景によって様々であり、統一されたカリキュ
ラムを提示することは難しい。
　したがって、今回の検討委員会ではスキルアップカリキュラムを敢えて作成せず、既存の研修を活
用することを提案する。

　　
2 スキルアップカリキュラムとして考えられる研修等

1）訪問看護師養成講習会（新たな訪問看護研修カリキュラムステップ１等）
　現在、多くの都道府県看護協会・ナースセンターで開催されている訪問看護師養成講習会は訪問看
護に関する内容をほぼ網羅しているものであることをワーキング委員会で確認した。その運営に課題
を抱えているとはいえ、現状では最も実績のある訪問看護関連の研修である。
　これには全課程を集合研修で実施するタイプと座学部分を個人で受講するｅラーニングを活用する
タイプがあり、ｅラーニングを活用した訪問看護の研修プログラムには日本訪問看護財団の「訪問看
護ｅラーニング」がある。これは「新たな訪問看護研修カリキュラム　ステップ１」に準拠して作成
され、毎年改訂を重ねている。都道府県看護協会が実施している集合研修型の「訪問看護師養成講習会」
に替わるものとして、平成 24年度は全国の 21都府県看護協会で活用されている。
　また、訪問看護ｅラーニングは個人での受講申込も可能であり、コアカリキュラムを終えてから自
分のペースでｅラーニングを始めてみることや、自己学習を習慣付けたり、実践したことを理論で裏
付けられることも期待する。
　ただし、現在の「訪問看護ｅラーニング」はすべてのコンテンツ（科目）を１コースとして配信し
ているため、必要なコンテンツ（科目）のみを選択して受講することができない。スキルアップカリキュ
ラムの考え方として学習ニーズに応じた選択性を考えると内容の改訂と共にプログラム構成や配信シ
ステムの検討が必要となろう。

２）その他の研修
　訪問看護関連の研修会は、今日全国で複数の団体が実施している。代表的なものとして日本看護協
会や都道府県看護協会が実施している訪問看護関連の研修会がある。また各関連団体（全国訪問看護
事業協会や日本訪問看護財団、各都道府県訪問看護ステーション連絡（協議）会など）や関連学会の
研修会がある。

　

Ⅲ「コアカリキュラム」に続くスキルアップカリキュラムの考え方
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1 「新たな訪問看護研修カリキュラム　ステップ２」について

　今回は「新たな訪問看護研修カリキュラム　ステップ２」については見直しをしていない。今日、
ステップ２の研修は全国でも少数の県でしか実施されていない現状があり、それに替わるものとして
各種関連団体等による研修や認定看護師教育課程、在宅看護専門看護師コースへの入学等により、よ
り高度な学びを追求していくことが可能となっている。
　看護系大学数も、今や 210 校を超え、様々な看護領域を極めていく道は拡大してきている。ステッ
プ２としての研修会の開催が可能であれば継続して実施する必要性は高い。現状に則した多様な学習
機会を活用したり、新たに創出することによる、より専門性の高い訪問看護師養成が期待されている。

2 訪問看護事業所内での教育について

　上記の研修会等を活用することに加えて、実践の場においては、OJT（on・the・ job・training：職場
内教育）の活用が有効である。
　先輩看護師との同行訪問やその振り返り、所内の勉強会や日々のカンファレンスによる学びも実践
に即して行われることで、知識や技術の微細な部分までも、経験知として看護師の身についていくこ
とだろう。コアカリキュラムの学びが訪問看護の実践に直結し、理解を深めることができる。
　また、OJTシートを活用した自己教育ツールも開発されており、それを利用し、自己の成長を記録
しながら評価することは自分自身を客観視するという視点につながる。
　さらに、職場内に学習教材を準備してそれぞれの看護職が必要に応じて自己学習できる環境を整備
することも、教育体制を整備する上で必要なことである。教科書や専門雑誌、ビデオやＤＶＤなどを
用意して貸し出しができることが望ましい。加えて、医療機器や福祉用具などのメーカーや業者の協
力のもと、所内で勉強会を企画したり、地域の医療機関や保健福祉機関と連携して学習の機会を設け
たたり、病院の勉強会に参加させてもらったりするなど、地域の中で共に学び合う機会を多くもてる
ように、事業所が地域に働きかけておくことも必要である。
　所内で実施する事例検討会も教育方法として有効である。定期的に時間をかけて事例を検討するこ
とにより、訪問看護実践を客観視する訓練になると同時に、自己を振り返ったり他者の意見を聴く態
度を培ったりすることができる。事例検討会やデスカンファレンスなど、多職種や時には利用者や家
族を含めて意見交換したりすることが、ステップアップにつながる。

Ⅳ その他の継続教育方法について
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Ⅴ．2012 年度　「訪問看護研修カリキュラム（コアカリキュラム）」の活用と効果への期待

　今回示した２日間のコアカリキュラムは、訪問看護への導入編である。したがって、このカリキュ
ラムの受講は社会から望まれる訪問看護師となる第一歩となる。
　今回の検討では、思い切って訪問看護師への一歩をまず踏み出し、その後各自の背景によって継続
し学ぶという方向性を示した。
　事例としてあげた脳血管疾患の高齢者は、看護職なら学生実習や臨床現場で、あるいは身近なとこ
ろで一度は接したことのある利用者像ではないだろうか。このように疾患をもちながら住み慣れた家
で最期まで暮らすためには何が必要となるのかを考えるにあたり、エビデンスに基づいた対象の理解
や療養について吟味するとことはとても重要である。
　それに加えて、同じ地域に暮らす人として、生活者の視点から対象の日常生活を考えてみることは、
具体的に訪問看護をイメージすることに繋がるのではないかと考えられる。この事例を通して訪問看
護を学ぶことは生活の場で提供する看護に視点を切り替える機会となり、訪問看護の醍醐味に触れる
ことになる。
　今回のコアカリキュラムは病と共に生きていく人々の立場に立ち、その人の全体像をとらえ、質の
高い看護を提供することに繋がると考える。
　本カリキュラムの活用によって、一人でも多くの看護職を訪問看護にいざなうことを期待する。

Ⅴ 2012年度「訪問看護研修カリキュラム（コアカリキュラム）」
の活用と効果への期待
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、 
 １

ヶ
月

を
超

え
る

入
院

後
の

退
院

後
３

ヶ
月

 
 ま

で
、

当
該

医
療

施
設

の
保

健
婦

ま
た

は
 

 看
護

婦
）

・
地

域
看

護
推

進
の

た
め

の
人

材
確

保
委

員
会

・
日

本
看

護
協

会
：

小
冊

子
「

訪
問

看
護

　
ど

う
い

う
ひ

と
に

ど
ん

な
こ

と
を

」

19
84（

昭
59

）

・
訪

問
看

護
料

改
定

 
「

寝
た

き
り

老
人

訪
問

看
護

指
導

料
」

・
訪

問
看

護
協

会
設

立
準

備
室

の
総

会
提

案
・

訪
問

看
護

経
験

交
流

会
・「

訪
問

看
護

・
老

人
に

焦
点

を
当

て
た

実
践

の
手

引
」

・
群

馬
で

も
研

修
開

始
・

日
本

看
護

協
会

：「
訪

問
看

護
・

老
人

に
焦

点
を

当
て

た
実

践
の

手
引

き
」

19
85（

昭
60

）

・
訪

問
看

護
料

改
定

・
訪

問
看

護
開

発
室

設
置

・「
病

院
に

お
け

る
訪

問
看

護
の

実
施

状
況

調
査

」
※

 老
人

保
健

法
制

定
以

前
に

15
4

病
院

で
訪

問
看

護
が

実
施

さ
れ

て
い

た
。

・
訪

問
看

護
推

進
検

討
会

・
日

本
看

護
協

会
：「

訪
問

看
護

従
事

者
の

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
時

間
数

指
定

は
な

い
。

２
週

間
程

度
を

想
定

（
こ

れ
で

は
不

足
と

は
表

記
し

て
い

る
）

・
11

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

（
１

～
11

日
）

98
7

名

・
日

本
看

護
協

会
普

及
開

発
部

調
査

研
究

室
：

訪
問

看
護

従
事

者
の

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
日

本
看

護
協

会
）

19
86（

昭
61

）

・
訪

問
看

護
料

改
定

 
「

精
神

科
訪

問
看

護
・

指
導

料
」

新
設

 
（

20
0

点
/

回
、

１
回

/
週

）
・

老
人

保
健

施
設

の
開

設

・
訪

問
看

護
検

討
員

会
：「

訪
問

看
護

カ
キ

ュ
ラ

ム
12

0
時

間
」

編
集

開
始

・
18

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

（
１

～
11

日
）

1,
81

2
名

・
 各

支
部

訪
問

看
護

教
育

企
画

担
当

者
研

修
（

１
日

）

・
 日

本
看

護
協

会
：

小
冊

子
「

病
院

・
診

療
所

か
ら

の
訪

問
看

護
」

19
87（

昭
62

）

（
介

護
福

祉
士

・
社

会
福

祉
士

法
公

布
）

・
訪

問
看

護
検

討
員

会
：

訪
問

看
護

等
在

宅
ケ

ア
総

合
推

進
モ

デ
ル

事
業

の
た

め
に

訪
問

看
護

婦
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
答

申
・

訪
問

看
護

経
験

交
流

会

・
 4

7
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

（
１

～
16

日
）

2,
16

1
名

・
各

支
部

訪
問

看
護

教
育

担
当

者
研

修
（

４
日

）

19
88（

昭
63

）

・
訪

問
看

護
料

改
定

 
「

在
宅

患
者

訪
問

看
護

・
指

導
料

」
新

設
 

（
老

人
以

外
の

患
者

に
対

す
る

訪
問

看
護

料
 

 の
算

定
。

23
0

点
/

回
、

２
回

/
週

・
精

神
科

訪
問

看
護

・
指

導
料

改
定

・
厚

生
省

：
訪

問
看

護
等

在
宅

ケ
ア

総
合

推
進

モ
デ

ル
事

業
（

訪
問

看
護

モ
デ

ル
事

業
） 

・
訪

問
看

護
開

発
委

員
会

：
訪

問
看

護
婦

養
成

講
習

会
訪

問
看

護
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム（
12

0
時

間
　

20
日

間
）

・
 4

7
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

（
１

～
11

日
）

2,
16

1
名

・
各

支
部

訪
問

看
護

教
育

担
当

者
研

修
（

４
日

）

・
日

本
看

護
協

会
訪

問
看

護
開

発
委

員
会

：
訪

問
看

護
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

日
本

看
護

協
会

）

１
時

間
＝

60
分

 
 

19
89（

平
１

）

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
「
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
」

・
訪

問
看

護
モ

デ
ル

事
業

担
当

者
会

議
・

 4
7

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
（

１
～

15
日

）
2,

61
3

名
・

47
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

（
20

日
以

上
）

20
9

名
・

各
支

部
訪

問
看

護
教

育
担

当
者

研
修

（
４

日
）

19
90（

平
２

）
・

訪
問

看
護

料
改

定
・

訪
問

看
護

交
流

会
・

訪
問

看
護

推
進

会
議

  「
訪

問
看

護
推

進
の

た
め

に
」

報
告

書
発

刊

・
各

支
部

訪
問

看
護

教
育

担
当

者
研

修
（

４
日

）

19
91（

平
３

）
・

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
訪

問
看

護
婦

指
導

者
講

習
会

（
２

週
間

）（
厚

生
省

委
託

事
業

、
以

下
同

様
）
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年
訪

問
看

護
に

関
す

る
法

律
・

制
度

訪
問

看
護

の
動

き
日

本
看

護
協

会
・

日
本

訪
問

看
護

財
団

 
訪

問
看

護
関

連
事

業
訪

問
看

護
師

養
成

関
連

研
修

研
修

関
連

出
版

物
・

冊
子

等
そ

の
他

19
92（

平
４

）

・
老

人
保

健
法

に
よ

る
「

指
定

老
人

訪
問

看
護

制
度

」
老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

 ・
全

国
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
：

約
12

0
ヶ

所
（

12
月

現
在

）
・

県
協

会
立

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
開

設
（

開
設

資
金

の
貸

付
、

開
設

の
相

談
・

支
援

）
・

第
１

回
全

国
老

人
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
管

理
者

交
流

会
開

催

・
訪

問
看

護
婦

指
導

者
講

習
会

（
２

週
間

）
・

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
事

業
に

お
け

る
訪

問
看

護
婦

養
成

講
習

会
を

国
が

予
算

化
・

47
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

（
20

日
以

上
）

1,
77

3
名

・
厚

生
省

監
修

、
老

人
訪

問
看

護
研

修
事

業
等

検
討

会
編

著
：

老
人

訪
問

看
護

研
修

テ
キ

ス
ト

．
日

本
看

護
協

会
出

版
会

・
中

央
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

、 
都

道
府

県
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

設
置

【
看

護
師

等
の

人
材

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
】

19
93（

平
５

）

・「
日

本
訪

問
看

護
振

興
財

団
」

設
立

準
備

・
訪

問
看

護
婦

指
導

者
講

習
会

（
２

週
間

）
・

訪
問

看
護

検
討

委
員

会
：

新
・

訪
問

看
護

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
24

0
時

間
40

日
間

）
・

47
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

（
20

日
以

上
）

2,
14

5
名

・
新

・
訪

問
看

護
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

日
本

看
護

協
会

）
１

時
間

＝
60

分
 

19
94（

平
６

）

・
健

康
保

険
法

に
よ

る
「

指
定

訪
問

看
護

制
度

」 
新
・
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 目

標
数

 5
,0

00
ヶ

所
）

・「
日

本
訪

問
看

護
振

興
財

団
」

設
立

・
訪

問
看

護
婦

指
導

者
講

習
会

（
２

週
間

）（
４

年
間

の
合

計
受

講
者

数
：

59
4

名
）

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
（

20
日

以
上

）
2,

36
7

名

19
95（

平
７

）

・
訪

問
看

護
定

点
調

査
開

始
（

財
団

委
託

）
・

訪
問

看
護

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討
・

訪
問

看
護

婦
指

導
者

研
修

会
（

３
ヶ

月
間

）
・

 4
7

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
（

１
～

14
日

）
5,

75
5

名

・
厚

生
省

監
修

、
訪

問
看

護
研

修
事

業
等

検
討

会
編

著
：

訪
問

看
護

研
修

テ
キ

ス
ト

＜
老

人
，

難
病

，
重

度
障

害
児

・
障

害
者

編
＞

．
日

本
看

護
協

会
出

版
会

19
96（

平
８

）

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
50

0
推

進
事

業
（

都
道

府
県

看
護

協
会

立
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

50
0

ヶ
所

に
）

・
訪

問
看

護
検

討
委

員
会

：
新

・
訪

問
看

護
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

60
0

時
間

） 
※

認
定

看
護

師
教

育
課

程
へ

向
け

て
・

訪
問

看
護

婦
指

導
者

研
修

会
（

３
ヶ

月
間

）
・

47
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

（
20

日
以

上
）

2,
45

8
名

・
新

・
訪

問
看

護
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

60
0

時
間

）（
日

本
看

護
協

会
） 

1
時

間
＝

45
分

 
  

19
97（

平
９

）
介

護
保

険
法

制
定

・
看

護
基

礎
教

育
に

「
在

宅
看

護
論

」
科

目
採

用
　

・
訪

問
看

護
婦

指
導

者
研

修
会

（
３

ヶ
月

間
）

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
 

2,
88

6
名

19
98（

平
10

）

・
介

護
支

援
専

門
員

養
成

支
援

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
50

0
推

進
事

業
・

訪
問

看
護

婦
指

導
者

研
修

会
（

３
月

間
）

・
厚

生
労

働
省

：
訪

問
看

護
婦

養
成

講
習

会
事

業
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

18
0

時
間

）
＊

都
道

府
県

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
事

業
に

つ
い

て
・

47
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

 
2,

69
4

名
・

日
本

看
護

協
会

の
認

定
看

護
師

に
訪

問
看

護
が

分
野

認
定

１
時

間
＝

60
分

 
  

19
99（

平
11

）
・

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
と

し
て

営
利

法
人

参
入

可
能

と
な

る
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

50
0

推
進

事
業

・
訪

問
看

護
婦

指
導

者
研

修
会

（
３

ヶ
月

間
）

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
 

2,
78

5
名

20
00（

平
12

）

介
護
保
険
法
施
行

・
介

護
支

援
専

門
員

制
度

開
始

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
21

（
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
目

標
数

9,
90

0
ヶ

所
）

・
介

護
保

険
担

当
者

会
議

の
開

催
・

介
護

支
援

専
門

員
交

流
会

・
訪

問
看

護
婦

指
導

者
研

修
会

（
３

ヶ
月

間
）

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
 

2,
39

4
名
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参考資料

年
訪

問
看

護
に

関
す

る
法

律
・

制
度

訪
問

看
護

の
動

き
日

本
看

護
協

会
・

日
本

訪
問

看
護

財
団

 
訪

問
看

護
関

連
事

業
訪

問
看

護
師

養
成

関
連

研
修

研
修

関
連

出
版

物
・

冊
子

等
そ

の
他

20
01（

平
13

）

・
介

護
保

険
制

度
の

適
切

な
運

用
の

推
進

・
訪

問
看

護
婦

指
導

者
研

修
会

（
３

ヶ
月

間
） 

  （
７

年
間

の
合

計
受

講
者

数
：

99
名

）
・

47
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

 
1,

88
4

名

20
02（

平
14

）
・

訪
問

看
護

検
討

委
員

会
「

訪
問

看
護

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討
」

・
介

護
報

酬
の

検
討

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
  

1,
56

7
名

20
03（

平
15

）

・
介

護
報

酬
改

定
 

（
緊

急
時

訪
問

看
護

加
算

減
額

）
・

新
た

な
看

護
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書

・
訪

問
看

護
検

討
委

員
会

「
訪

問
看

護
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

」
・

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

ビ
デ

オ
の

作
成

・
配

布
・

A
LS

患
者

の
療

養
支

援
（

３
ヵ

年
計

画
）

・
訪

問
看

護
従

事
者

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
  1

,5
19

名
・

老
人

訪
問

看
護

研
修

事
業

等
検

討
会

編
著

：
訪

問
看

護
研

修
テ

キ
ス

ト
【

老
人

、
難

病
、

重
度

障
害

児
・

障
害

者
編

】
新

装
版

．
日

本
看

護
協

会
出

版
会

20
04（

平
16

）

・
厚

生
労

働
省

：
訪

問
看

護
推

進
事

業
予

算
化

・
訪

問
看

護
PR

用
ビ

デ
オ

作
成

・
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
ポ

ス
タ

ー
作

成
・

 2
4

時
間

訪
問

看
護

体
制

の
整

備
、人

材
確

保
、

診
療

報
酬

上
の

要
件

見
直

し
等

要
望

書
提

出
・

訪
問

看
護

ｅ
-ラ

ー
ニ

ン
グ

運
用

に
つ

い
て

の
検

討

・
新

た
な

訪
問

看
護

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ス
テ

ッ
プ

１
・

２
の

発
表

・「
訪

問
看

護
ｅ

-ラ
ー

ニ
ン

グ
」

モ
デ

ル
事

業
（

日
本

看
護

協
会

中
央

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
）

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
  

1,
72

9
名

・
新

た
な

訪
問

看
護

研
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ス
テ

ッ
プ

１
ス

テ
ッ

プ
２

 
   

  ・
１

時
間

＝
45

分
 

 ・
ｅ

-ラ
ン

モ
デ

ル
事

業
 

　
受

講
者

：
１

県
22

名
 

     

20
05（

平
17

）

・
多

機
能

化
促

進
に

関
す

る
検

討
・

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

・
介

護
予

防
緊

急
フ

ォ
ー

ラ
ム

・
訪

問
看

護
認

定
看

護
師

教
育

課
程

開
講

（
日

本
訪

問
看

護
振

興
財

団
）

・「
訪

問
看

護
ｅ

-ラ
ー

ニ
ン

グ
」

モ
デ

ル
事

業
（

日
本

看
護

協
会

中
央

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
）

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
  

1,
33

8
名

・
川

越
博

美
ほ

か
総

編
集

：
最

新
　

 
訪

問
看

護
研

修
テ

キ
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
１

ス
テ

ッ
プ

２
．

日
本

看
護

協
会

出
版

会

・
ｅ

-ラ
ン

モ
デ

ル
事

業
 

　
受

講
者

：
１

県
20

名

20
06（

平
18

）

・
介

護
報

酬
・

診
療

報
酬

の
改

定
・

介
護

保
険

法
改

正

（ 介
護

予
防

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
   

療
養

通
所

介
護

創
設

　
　

　
　

　
　

　
 ）

・
療

養
通

所
介

護
の

普
及

推
進

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
  

1,
34

6
名

・
ｅ

-ラ
ン

試
行

導
入

県
支

援
 

　
受

講
者

：
５

県
51

名

20
07（

平
19

）
・

全
国

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
数

：
約

5,
70

0
ヶ

所
（

内
、

都
道

府
県

看
護

協
会

立
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
15

4
ヶ

所
）

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
  

1,
46

9
名

・
e-

ラ
ン

試
行

導
入

県
支

援
 

　
受

講
者

：
９

県
14

4
名

20
08（

平
20

）

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行

（
老
人
保
健
法
の
改
題
及
び
改
正
）

・
診

療
報

酬
改

定

・
訪

問
看

護
推

進
連

携
会

議
発

足
（

日
本

看
護

協
会

・
日

本
訪

問
看

護
振

興
財

団
・

全
国

訪
問

看
護

事
業

協
会

）

・
日

本
訪

問
看

護
振

興
財

団
 

「
訪

問
看

護
ｅ

ｰラ
ー

ニ
ン

グ
」

開
講

・
訪

問
看

護
認

定
看

護
師

教
育

課
程

開
講

　（
大

分
県

立
看

護
科

学
大

学
、

聖
路

加
看

護
大

学
）

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
 

1,
16

9
名

・
e-

ラ
ン

受
講

者
：

延
べ

85
3

名
【

実
数

84
7

名
】 

（
内

、
都

道
府

県
看

護
協

会
 

７
県

15
5

名
）



24

年
訪

問
看

護
に

関
す

る
法

律
・

制
度

訪
問

看
護

の
動

き
日

本
看

護
協

会
・

日
本

訪
問

看
護

財
団

 
訪

問
看

護
関

連
事

業
訪

問
看

護
師

養
成

関
連

研
修

研
修

関
連

出
版

物
・

冊
子

等
そ

の
他

20
09（

平
21

）

・
介

護
報

酬
改

定
・

看
護

基
礎

教
育

の
在

宅
看

護
論

が
統

合
分

野
に

再
編

さ
れ

る
・

訪
問

看
護

10
カ

年
戦

略
発

表
・

訪
問

看
護

認
定

看
護

師
教

育
課

程
開

講
 

（
兵

庫
県

看
護

協
会

）
・

訪
問

看
護

認
定

看
護

師
13

1
名

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
  

1,
28

1
名

・
ｅ

-ラ
ン

受
講

者
：

延
べ

93
8

名
【

実
数

93
8

名
】 

（
内

、
都

道
府

県
看

護
協

会
 

12
県

30
1

名
） 

 

20
10（

平
22

）

・
診

療
報

酬
改

定
・

47
都

道
府

県
看

護
協

会
に

よ
る

養
成

研
修

  
95

4
名

・
ｅ

-ラ
ン

受
講

者
：

延
べ

1,
00

7
名

【
実

数
1,

00
2

名
】（

内
、

都
道

府
県

看
護

協
会

16
府

県
37

7
名

） 
 

20
11（

平
23

）

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
基

盤
強

化
の

た
め

の
介

護
保

険
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
制

定
・

社
会

福
祉

士
及

び
介

護
福

祉
士

法
改

正

・
47

都
道

府
県

看
護

協
会

に
よ

る
養

成
研

修
  　

　
　

　
90

3
名

・
ｅ

-ラ
ン

受
講

者
：

延
べ

96
2

名
【

実
数

95
7

名
】 

（
内

、
都

道
府

県
看

護
協

会
 

17
府

県
38

5
名

） 

20
12（

平
24

）

・
診

療
報

酬
・

介
護

報
酬

改
定

・
障

害
者

総
合

支
援

法
制

定
・

全
国

の
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
数

：
6,

50
2

ヶ
所

（
稼

働
 数

：
6,

29
8

ヶ
所

）（
全

国
訪

問
看

護
事

業
協

会
調

査
結

果
よ

り
。

　
4/

1
現

在
） 

※
 内

、
都

道
府

県
看

護
協

会
立

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

14
9

ヶ
所

（
メ

イ
ン

13
9、

サ
テ

ラ
イ

ト
10

）（
日

本
訪

問
看

護
財

団
調

べ
。

7/
27

現
在

）

・
訪

問
看

護
師

養
成

基
礎

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
事

業
 

・
訪

問
看

護
認

定
看

護
師

33
1

名
 

・
ｅ

-ラ
ン

受
講

者
：

延
べ

1,
24

3
名

【
実

数
1,

23
6

名
】（

内
、

都
道

府
県

看
護

協
会

21
都

府
県

53
6

名
）

（
作

成
：

日
本

訪
問

看
護

財
団

）

＜
参

考
文

献
＞

 
 

 
 

１
）

岡
谷

恵
子

：
訪

問
看

護
の

人
材

育
成

の
変

遷
と

課
題

，
看

護
研

究
，

35
（

1）
：

57
-6

5，
20

00
．

 
 

 
 

２
）

馬
場

一
雄

ほ
か

編
：

訪
問

看
護

，
金

原
出

版
，

19
90

．
 

 
 

 
３

）
日

本
看

護
協

会
訪

問
看

護
検

討
委

員
会

：
訪

問
看

護
の

推
進

の
た

め
に

ｰ訪
問

看
護

等
在

宅
ケ

ア
総

合
推

進
モ

デ
ル

事
業

に
お

け
る

看
護

実
践

と
そ

の
評

価
を

通
し

て
ｰ，

19
90

．
 

 
 

 
４

）
日

本
訪

問
看

護
振

興
財

団
編

：
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
開

設
・

運
営

・
評

価
マ

ニ
ュ

ア
ル

第
４

版
，

日
本

看
護

協
会

出
版

会
，

20
00

．
 

 
 

 
５

）
清

水
嘉

与
子

ほ
か

編
：

保
健

師
助

産
師

看
護

師
法

60
年

史
，

日
本

看
護

協
会

出
版

会
，

20
09

．
 

 
 

 
６

）
渡

辺
裕

子
監

修
：

家
族

看
護

学
を

基
盤

と
し

た
在

宅
看

護
論

Ⅰ
概

論
編

，
日

本
看

護
協

会
出

版
会

，
20

07
．

 
 

 
 

７
）

日
本

看
護

協
会

専
門

職
支

援
・

中
央

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
：

平
成

6
～

22
年

度
事

業
報

告
書

 
 

 
 

８
）

日
本

看
護

協
会

看
護

教
育

・
研

究
セ

ン
タ

ー
、

継
続

教
育

部
、

神
戸

研
修

セ
ン

タ
ー

：
平

成
10

～
14

年
度

研
修

実
施

録
 

 
 

 



25

参考資料

カ
テ
ゴ
リ

研
修
会
名

25
年
度
日
程

場
所

対
象
者

概
要

キ ャ リ ア ア ッ プ

新 任 従 事 者

　
訪

問
看

護
師

基
礎

研
修

会
 　

　
～

こ
れ

だ
け

は
知

っ
て

お
き

た
い

　
　

　
　

 訪
問

看
護

の
第

一
歩

～

平
成

25
年

4
月

19
日

～
20

日
（

金
～

土
）

大
阪

訪
問

看
護

経
験

お
お

む
ね

２
年

未
満

訪
問

看
護

の
制

度
と

動
向

、
訪

問
看

護
の

歴
史

、
訪

問
看

護
の

基
礎

と
訪

問
看

護
利

用
者

の
理

解
、

家
族

看
護

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

と
在

宅
看

護
の

実
際

,リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
訪

問
看

護
に

お
け

る
接

遇
平

成
25

年
10

月
11

日
～

12
日

（
金

～
土

）
東

京

管 理 者

　
訪

問
看

護
新

任
管

理
者

研
修

会
　

　
～

こ
れ

だ
け

は
知

っ
て

お
き

た
い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
管

理
者

業
務

～

平
成

25
年

6
月

14
日

～
15

日
（

金
～

土
）

大
阪

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
経

験
２

年
未

満
、今

後
、管

理
者

に
な

る
予

定
の

方
（

保
健

師
、

看
護

師
、

助
産

師
の

有
資

格
者

）

管
理

者
の

概
要

、
役

割
、

訪
問

看
護

Ｑ
＆

Ａ
、

訪
問

看
護

の
諸

制
度

と
動

向
、

IT
を

活
用

し
た

情
報

収
集

、
等

平
成

25
年

6
月

21
日

～
22

日
（

金
～

土
）

東
京

　
訪

問
看

護
管

理
者

養
成

研
修

会
　

～
体

系
的

に
学

ぶ
管

理
者

の
役

割
～

Ⅰ
期

　
平

成
25

年
 9

月
12

日
～

14
日

（
木

～
土

）

大
阪

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
経

験
２

年
以

上
の

管
理

者
、

も
し

く
は

新
任

管
理

者
研

修
会

修
了

の
管

理
者

経
験

１
年

以
上

の
管

理
者

管
理

者
に

必
要

な
知

識
、

能
力

、
経

営
全

般
。

人
事

管
理

、
管

理
技

術
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

、
制

度
論

、
運

営
管

理
論

、
経

営
論

、
等

（
Ⅰ

～
Ⅲ

期
の

通
期

の
申

込
） 

Ⅱ
期

　
平

成
25

年
10

月
17

日
～

19
日

（
木

～
土

）

Ⅲ
期

　
平

成
25

年
11

月
14

日
～

16
日

（
木

～
土

）

　
訪

問
看

護
管

理
者

養
成

研
修

 
　

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
会

平
成

25
年

8
月

2
日

～
3

日
（

金
～

土
）

大
阪

平
成

24
年

度
訪

問
看

護
管

理
者

養
成

研
修

会
修

了
者

実
践

報
告

･
発

表
、

ケ
ー

ス
メ

ソ
ッ

ド
、

懇
親

会
、

他
職

種
か

ら
学

ぶ
人

材
育

成
の

手
法

、
等

現 任 訪 問 看 護 研 修

専 門 領 域

  訪
問

看
護

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
集

中
講

座
 

  　
～

訪
問

看
護

が
支

え
る

　
　

　
　

在
宅

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
～

Ⅰ
期

　
平

成
25

年
4

月
11

日
～

12
日

（
木

～
金

）
大

阪

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
・

従
事

者

在
宅

ホ
ス

ピ
ス

緩
和

ケ
ア

の
実

際
、

在
宅

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
の

考
え

方
と

法
的

知
識

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

の
プ

ロ
セ

ス
と

ケ
ア

の
ポ

イ
ン

ト
、

退
院

支
援

、
疼

痛
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
と

症
状

緩
和

、
医

師
か

ら
見

た
タ

ー
ミ

ナ
ル

訪
問

看
護

、
遺

族
ケ

ア
を

含
む

家
族

ケ
ア

、
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

ケ
ア

、
公

開
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

、
特

別
講

演
（

Ⅰ
～

Ⅲ
期

の
通

期
の

申
込

）

Ⅱ
期

　
平

成
25

年
5

月
23

日
～

24
日

（
木

～
金

）
Ⅲ

期
　

平
成

25
年

6
月

27
日

～
6

月
28

日
（

木
～

金
）

Ⅰ
期

　
平

成
25

年
11

月
28

日
～

29
日

（
木

～
金

）
東

京
Ⅱ

期
   

平
成

25
年

12
月

19
日

～
20

日
（

木
～

金
）

Ⅲ
期

　
平

成
26

年
1

月
23

日
～

1
月

24
日

（
木

～
金

）
  精

神
科

訪
問

看
護

の
コ

ツ
 

  ～
統

合
失

調
症

な
ど

の
利

用
者

の
　

　
　

　
　

　
　

理
解

と
支

援
～

平
成

25
年

5
月

17
日

～
18

日
（

金
～

土
）

東
京

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
・

従
事

者
、

病
院

・
施

設
・

地
域

で
勤

務
す

る
看

護
師

精
神

障
が

い
者

の
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

現
状

、
精

神
障

が
い

者
の

理
解

、
薬

物
療

法
の

知
識

（
統

合
失

調
症

中
心

）、
精

神
科

訪
問

看
護

の
実

践
報

告
、

公
開

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
　

精
神

訪
問

看
護

集
中

講
座

 
　

～
精

神
科

訪
問

看
護

基
本

療
養

費
算

定
　

　
　

　
　

　
　

　
要

件
研

修
会

～

平
成

25
年

7
月

22
日

～
26

日
（

月
～

金
）

東
京

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
・

従
事

者
、

精
神

科
訪

問
看

護
・

精
神

科
看

護
に

従
事

す
る

方

精
神

科
訪

問
看

護
基

本
療

養
費

算
定

要
件

研
修

、
精

神
疾

患
・

法
制

度
・

看
護

の
理

解
、

精
神

保
健

・
医

療
福

祉
の

施
策

、
特

別
講

演
、

等
平

成
25

年
8

月
26

日
～

30
日

（
月

～
金

）
大

阪
　

小
児

訪
問

看
護

研
修

会
 

　
～

子
ど

も
を

支
え

る
訪

問
看

護
の

実
際

～
平

成
25

年
9

月
21

日
（

土
）

東
京

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
・

従
事

者
小

児
の

疾
患

と
病

態
生

理
、

小
児

看
護

の
基

本
的

理
解

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
小

児
訪

問
看

護
の

実
際

　
神

経
難

病
訪

問
看

護
研

修
 

　
～

病
態

生
理

か
ら

看
護

の
実

践
を

学
ぶ

～
平

成
26

年
1

月
18

日
（

土
）

大
阪

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
・

従
事

者
病

態
生

理
、

難
病

に
お

け
る

訪
問

看
護

の
実

際
、

人
工

呼
吸

器
等

の
医

療
機

器
の

取
り

扱
い

の
ポ

イ
ン

ト

　
認

知
症

を
め

ぐ
る

動
向

と
訪

問
看

護
 

　
～

と
ら

え
方

と
か

か
わ

り
方

を
学

ぶ
～

平
成

26
年

2
月

22
日

（
土

）
東

京
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
管

理
者

・
従

事
者

認
知

症
を

め
ぐ

る
最

新
情

報
、

認
知

症
症

状
の

見
方

・
か

か
わ

り
方

の
基

本
、

在
宅

生
活

を
支

え
る

訪
問

看
護

の
役

割
と

実
際

、
認

知
症

を
支

え
る

在
宅

サ
ー

ビ
ス

看 護 技 術

　
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
演

習
含

） 
　

～
訪

問
看

護
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

力
を

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

向
上

す
る

た
め

に
～

平
成

25
年

12
月

14
日

（
土

）
東

京
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
管

理
者

・
従

事
者

訪
問

看
護

に
必

要
な

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト

　
呼

吸
理

学
療

法
（

演
習

含
）

　
～

し
っ

か
り

学
ぼ

う
呼

吸
リ

ハ
～

平
成

26
年

2
月

15
日

（
土

）
東

京
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
管

理
者

・
従

事
者

呼
吸

状
態

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

呼
吸

障
害

の
理

解
、

在
宅

に
お

け
る

呼
吸

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
際

ト ピ ッ ク ス

訪
問

看
護

に
お

け
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
　

～
安

全
な

ケ
ア

の
提

供
の

た
め

に
～

平
成

25
年

7
月

12
日

～
13

日
（

金
～

土
）

大
阪

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
・

従
事

者
訪

問
看

護
に

求
め

ら
れ

る
事

故
防

止
と

対
応

、
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
実

際
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

レ
ポ

ー
ト

の
分

析
・

活
用

法
、

法
的

責
任

  退
院

調
整

看
護

師
養

成
研

修
 

～
病

院
と

地
域

の
ス

ム
ー

ズ
な

連
携

作
り

～
平

成
25

年
8

月
16

日
～

17
日

（
金

～
土

）
東

京
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
管

理
者

・
従

事
者

、
病

院
・

施
設

・
地

域
で

勤
務

す
る

看
護

師
訪

問
看

護
師

の
行

う
退

院
調

整
、

退
院

調
整

看
護

師
の

役
割

と
機

能
、

退
院

調
整

の
実

際
、

退
院

調
整

の
シ

ス
テ

ム
構

築
・

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

作
成

　
リ

ハ
ビ

リ
ス

タ
ッ

フ
の

た
め

の
研

修
会

 
　

～
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

　
　

　
　

　
　

　
　

求
め

ら
れ

る
役

割
～

平
成

25
年

7
月

6
日

（
土

）
大

阪
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

看
護

師
・

理
学

療
法

士
・

作
業

療
法

士
・

言
語

聴
覚

士
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
タ

ッ
フ

の
役

割
、

看
護

と
の

連
携

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

平
成

25
年

9
月

28
日

（
土

）
東

京

　
診

療
報

酬
改

定
研

修
会

平
成

26
年

3
月

東
京

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

者
・

従
事

者
平

成
26

年
4

月
の

診
療

報
酬

改
定

の
理

解
大

阪

一
般
社
団
法
人
　
全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会

　
〒

16
0-

00
22

　
東

京
都

新
宿

区
新

宿
1-

3-
12

壱
丁

目
参

番
館

40
1 （

TE
L：

03
-3

35
1-

58
98

　
／

　
FA

X：
03

-3
35

1-
59

38
）

 参
考

資
料

2
－

１
）　

平
成

25
(2

01
3)

年
度

　
全

国
訪

問
看

護
事

業
協

会
主

催
　

研
修

会
一

覧



26

テ
ー
マ

日
　
時

開
催
地

対
象
者

内
容

制 度 ・ 組 織 管 理

制
度

・
報

酬
セ

ミ
ナ

ー
～

訪
問

看
護

事
業

の
運

営
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　
経

営
に

直
結

～
4

月
20

日
（

土
）

東
京

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

新
任

管
理

者
・

開
設

予
定

者
、

主
任

ク
ラ

ス
看

護
師

、
介

護
支

援
専

門
員

、
請

求
事

務
担

当
者

 等

・
20

12
年

度
診

療
報

酬
・

介
護

報
酬

の
改

定
内

容
と

有
効

活
用

の
仕

方
・

訪
問

看
護

関
連

の
最

新
情

報
 

・
質

疑
応

答
お

よ
び

意
見

交
換

 

訪
問

看
護

管
理

セ
ミ

ナ
ー

～
経

営
・

運
営

管
理

～
（

２
日

間
研

修
）

6
月

8
日

（
土

）・
9

日
（

日
）

東
京

訪
問

看
護

管
理

者
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
開

設
を

考
え

て
い

る
経

営
者

１
日

目
）

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
経

営
と

は
／

経
営

安
定

に
導

く
た

め
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
／

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
黒

字
化

を
達

成
す

る
た

め
の

方
策

 
２

日
目

）
訪

問
看

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

の
取

り
組

み
／

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

等
と

訪
問

看
護

事
業

の
展

開
／

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
運

営
管

理
の

実
際

 

基
礎

講
座

～
伝

え
ま

す
、

訪
問

看
護

の
魅

力
～

　
　

　
　

　
　

　
　

　（
２

日
間

研
修

）

5
月

18
日

（
土

）・
19

日
（

日
）

東
京

訪
問

看
護

初
心

者
、

こ
れ

か
ら

訪
問

看
護

に
関

わ
り

た
い

看
護

師
、

在
宅

看
護

論
を

担
当

す
る

看
護

教
員

　
等

（
１

日
目

）
訪

問
看

護
の

歴
史

／
訪

問
看

護
と

病
院

看
護

の
違

い
／

訪
問

看
護

制
度

（
訪

問
看

護
の

基
本

と
な

る
法

律
や

仕
組

み
）

／
訪

問
看

護
過

程
の

理
解

／
訪

問
看

護
過

程
の

展
開

＜
演

習
＞

等
 

（
２

日
目

）
訪

問
看

護
の

実
際

＜
事

例
＞

（
要

支
援

・
要

介
護

者
、

末
期

が
ん

、
小

児
、

精
神

、
高

齢
者

の
看

取
り

な
ど

）
／

　
訪

問
看

護
に

必
要

な
知

識
と

技
術

／
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
管

理
者

・
ス

タ
ッ

フ
の

関
係

／
地

域
の

多
職

種
（

医
療

従
事

者
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
、

介
護

職
員

等
）

と
の

協
働

の
実

際
／

地
域

包
括

ケ
ア

に
お

け
る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
役

割
　

等
6

月
22

日
（

土
）・

23
日

（
日

）
名

古
屋

平
成

26
年

度
診

療
報

酬
改

定
セ

ミ
ナ

ー
　

※
予

定
20

14
年

3
月

23
日

（
日

）
東

京
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

病
院

・
診

療
所

の
訪

問
看

護
師

、
事

務
担

当
者

等
医

療
保

険
の

訪
問

看
護

の
報

酬
等

実 践 力 強 化 の た め の 技 術 習 得 　

急
変

対
応

セ
ミ

ナ
ー

～
症

状
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

を
高

め
る

～
7

月
27

日
（

土
）

横
浜

訪
問

看
護

師
、

介
護

支
援

専
門

員
、

在
宅

ケ
ア

従
事

者
　

等

・
在

宅
療

養
者

に
お

こ
り

や
す

い
急

変
時

の
症

状
と

ア
セ

ス
メ

ン
ト

及
び

緊
急

時
対

応
 

・
看

取
り

に
お

け
る

症
状

変
化

（
起

こ
る

べ
く

し
て

起
こ

り
う

る
症

状
） 

・
医

師
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
、

介
護

職
員

と
訪

問
看

護
師

の
連

携
の

実
際

 

喀
痰

吸
引

・
経

管
栄

養
セ

ミ
ナ

ー
※

こ
ち

ら
の

研
修

は
東

京
都

開
催

の
「

介
護

職
員

等
に

よ
る

た
ん

の
吸

引
等

を
実

施
す

る
た

め
の

研
修

（
特

定
の

者
対

象
）」

の
指

導
者

養
成

事
業

に
相

当
し

ま
す

7
月

28
日

（
日

）
東

京
医

療
的

ケ
ア

を
行

う
介

護
職

員
と

の
連

携
及

び
指

導
に

携
わ

る
看

護
職

員

介
護

職
員

等
の

医
療

的
ケ

ア
に

関
す

る
制

度
/

喀
痰

吸
引

等
の

実
施

に
関

す
る

体
制

 
・

医
師

、
看

護
職

員
、

介
護

職
員

と
の

役
割

分
担

/
安

全
管

理
(ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
の

報
告

の
意

義
等

)
・

喀
痰

吸
引

、
経

管
栄

養
の

実
際

(演
習

含
む

）
/

実
地

研
修

の
指

導
者

に
お

け
る

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
 　

　
　

 

質
の

高
い

在
宅

ケ
ア

実
践

の
た

め
の

EL
N

EC
－

Ｊ
（

２
日

間
研

修
）　

※
日

本
財

団
助

成
事

業
☆

受
講

者
に

修
了

証
発

行

7
月

6
日

（
土

）・
7

日
（

日
）

東
京

訪
問

看
護

師
お

よ
び

エ
ン

ド
・

オ
ブ

・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア
に

関
心

の
あ

る
看

護
師

等

・
Ｍ

１
：

エ
ン

ド
・

オ
ブ

・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア
に

お
け

る
看

護
・

Ｍ
２

：
痛

み
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
Ｍ

３
：

症
状

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
Ｍ

４
：

エ
ン

ド
・

オ
ブ

・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア
に

お
け

る
倫

理
的

問
題

・
Ｍ

５
：

エ
ン

ド
・

オ
ブ

・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア
に

お
け

る
文

化
へ

の
配

慮
・

Ｍ
６

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
Ｍ

７
：

喪
失

・
悲

嘆
・

死
別

・
Ｍ

８
：

臨
死

期
の

ケ
ア

・
Ｍ

９
：

高
齢

者
の

エ
ン

ド
・

オ
ブ

・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア
・

Ｍ
10

：
質

の
高

い
エ

ン
ド

・
オ

ブ
・

ラ
イ

フ
・

ケ
ア

の
達

成
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
＊

Ｍ
＝

モ
ジ

ュ
ー

ル

10
月

12
日

（
土

）・
13

日
（

日
）

奈
良

エ
ン

ゼ
ル

ケ
ア

～
究

極
の

緩
和

ケ
ア

と
グ

リ
ー

フ
ケ

ア
～

12
月

14
日

（
土

）
東

京
訪

問
看

護
師

、
訪

問
介

護
員

、
教

育
機

関
で

在
宅

看
護

論
を

担
当

す
る

教
員

　
等

・
エ

ン
ゼ

ル
ケ

ア
・

グ
リ

ー
フ

ケ
ア

と
は

 
・

エ
ン

ゼ
ル

ケ
ア

の
実

際
 

・
フ

ェ
イ

ス
ケ

ア
の

技
術

（
演

習
を

含
む

） 

実
技

で
学

ぶ
浮

腫
の

緩
和

ケ
ア

12
月

15
日

（
日

）
東

京
訪

問
看

護
師

、
訪

問
介

護
・

通
所

サ
ー

ビ
ス

等
在

宅
ケ

ア
従

事
者

、
教

育
機

関
で

在
宅

看
護

論
を

担
当

す
る

教
員

　
等

 

・
浮

腫
の

病
態

生
理

/
リ

ン
パ

浮
腫

と
は

/
リ

ン
パ

浮
腫

の
治

療
 

・
浮

腫
に

対
す

る
症

状
緩

和
技

術
（

実
技

演
習

） 

 参
考

資
料

2
－

２
）　

平
成

25
(2

01
3)

年
度

　
日

本
訪

問
看

護
財

団
主

催
　

研
修

一
覧
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テ
ー
マ

日
　
時

開
催
地

対
象
者

内
容

精
神

障
が

い
者

の
在

宅
看

護
セ

ミ
ナ

ー
（

5
日

間
研

修
）

※
 精

神
科

基
本

療
養

費
届

出
要

件
を

満
た

す
セ

ミ
ナ

ー
☆

5
日

間
全

受
講

者
に

は
修

了
証

発
行

第
一

回
8

月
31

日
（

土
）

/9
月

1
日

（
日

）/
27

日（
金

）/
28

日（
土

）
/2

9
日

（
日

）

東
京

精
神

科
訪

問
看

護
に

従
事

す
る

者

①
精

神
保

健
の

現
状

と
動

向
 

②
精

神
障

が
い

者
の

病
態

/
精

神
障

が
い

者
の

薬
物

療
法

と
最

新
治

療
法

 
③

精
神

障
が

い
者

の
訪

問
看

護
の

動
向

・
最

新
知

識
と

制
度

活
用

 
④

訪
問

看
護

に
お

け
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
⑤

精
神

障
が

い
者

の
心

理
社

会
療

法
 

⑥
精

神
訪

問
看

護
の

基
礎

/
演

習
 

⑦
精

神
障

が
い

者
へ

の
集

団
療

法
と

精
神

科
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
⑧

訪
問

看
護

の
実

際
①

 
⑨

精
神

障
が

い
者

の
家

族
及

び
介

護
者

等
へ

の
支

援
 

⑩
訪

問
看

護
の

実
際

②

第
二

回
20

14
年

2
月

8
日

（
土

）
/9

日（
日

）/
21

日（
金

）/
22

日（
土

）
/2

3
日

（
日

）

多 職 種 連 携

重
度

障
が

い
児

・
者

の
ケ

ア
の

実
際

10
月

12
日

（
土

）
松

山
訪

問
看

護
師

、
訪

問
介

護
員

、
療

養
通

所
介

護
の

看
護

師
、

介
護

職
員

等
・

 利
用

者
の

障
が

い
等

健
康

状
態

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

機
能

訓
練

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

、
看

護
と

介
護

の
統

合
ケ

ア
、

障
害

者
総

合
支

援
法

と
の

か
か

わ
り

な
ど

専 門 領 域

認
定

看
護

師
の

た
め

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

『
地

域
に

お
け

る
認

知
症

の
ケ

ア
』

※
日

本
財

団
助

成
事

業
　

☆
 認

定
資

格
更

新
ポ

イ
ン

ト
取

得
セ

ミ
ナ

ー

6
月

1
日

（
土

）
神

戸
認

定
看

護
師

（
領

域
は

問
わ

ず
）

・
 オ

レ
ン

ジ
プ

ラ
ン

に
つ

い
て

・
認

知
症

の
病

態
の

理
解

・
認

知
症

の
人

、
家

族
に

対
す

る
支

援
、

ケ
ア

の
実

際

集 中 セ ミ ナ ー 　 　 ※ い ず れ か 一 つ の 申 込

①
 訪

問
看

護
等

在
宅

ケ
ア

研
究

セ
ミ

ナ
ー

11
月

9
日

（
土

）
東

京

訪
問

看
護

等
在

宅
ケ

ア
の

研
究

に
取

り
組

み
た

い
訪

問
看

護
師

等
・

訪
問

看
護

研
究

テ
ー

マ
の

見
つ

け
方

、
進

め
方

、
発

表
の

方
法

等
・

20
12

年
度

日
本

訪
問

看
護

財
団

研
究

助
成

採
択

者
の

発
表

お
よ

び
意

見
交

換
 

②
 人

工
呼

吸
器

等
装

着
者

へ
の

呼
吸

ケ
ア

訪
問

看
護

師
、

通
所

系
サ

ー
ビ

ス
の

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
　

等
・

在
宅

で
使

用
す

る
人

工
呼

吸
器

等
医

療
機

器
の

最
新

情
報

・
在

宅
医

療
機

器
を

用
い

た
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
/

呼
吸

ケ
ア

の
実

際
と

多
職

種
協

働
 

③
 在

宅
栄

養
ケ

ア
～

「
口

か
ら

食
べ

る
｣

支
援

～
訪

問
看

護
師

、
介

護
支

援
専

門
員

、
訪

問
介

護
員

、
通

所
系

サ
ー

ビ
ス

の
看

護
師

・
介

護
職

員
　

等
・

在
宅

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
の

活
動

・
摂

食
嚥

下
訓

練
（

演
習

を
含

む
）

④
 認

知
症

の
在

宅
ケ

ア
～

早
期

発
見

・
早

期
治

療
で

安
心

し
て

暮
ら

す
た

め
に

～

訪
問

看
護

師
、

訪
問

介
護

員
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
、

通
所

サ
ー

ビ
ス

等
在

宅
ケ

ア
従

事
者

　
等

・
認

知
症

に
関

す
る

施
策

の
動

向
/

認
知

症
の

病
態

生
理

と
鑑

別
診

断
、

治
療

・
認

知
症

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

ケ
ア

の
実

際
　

等
 　

　

⑤
 認

定
看

護
師

の
た

め
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
『

認
定

取
得

後
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

』
※

 日
本

財
団

助
成

事
業

　
☆

 認
定

資
格

更
新

ポ
イ

ン
ト

取
得

セ
ミ

ナ
ー

認
定

看
護

師
（

領
域

は
問

わ
ず

）
・

認
定

看
護

師
資

格
取

得
後

の
実

践
・

指
導

・
相

談
の

実
際

・
認

定
看

護
師

間
の

連
携

と
協

働
・

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 

＜
イ

ブ
ニ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

＞
看

護
職

起
業

家
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
（

17
時

～
20

時
）

※
集

中
セ

ミ
ナ

ー
と

併
せ

て
の

申
込

も
可

（
17

時
～

20
時

）
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
・

病
院

・
診

療
所

の
訪

問
看

護
従

事
者

・
事

務
職

員
・

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

等
・

地
域

包
括

ケ
ア

の
実

現
に

向
け

て
～

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

居
宅

サ
ー

ビ
ス

経
営

戦
略

～
・

地
域

で
看

護
師

が
め

ざ
す

ケ
ア

～
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

起
業

と
経

営
の

実
際

～

公
益
財
団
法
人
　
日
本
訪
問
看
護
財
団

　
〒

15
0-

00
01

 東
京

都
渋

谷
区

神
宮

前
5-

8-
2 

日
本

看
護

協
会

ビ
ル

５
階

 （
TE

L：
03

-5
77

8-
70

05
（

研
修

担
当

）
/ 

 F
A

X 
：

03
-5

77
8-

70
09

) 
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 参考資料 2 － 3）　平成 24 年度「訪問看護ｅラーニング」目次

コース目次
　
▶▶▶　『平成 24 年度 訪問看護 e ラーニング』ご利用の手引き　※はじめに必ずお読みください

・必須：・受講必須のレッスン（講義）ページです。・ ・参考映像やコラムなどです。
・必須：・70％以上正解する事が必須のテストです。・ ・テキストのダウンロードページです。

第１章　訪問看護概論
・ ・ テキスト・参考資料ダウンロード・
１節・ ・ 保健医療福祉をめぐる社会的動向と訪問看護のニーズ・ （13 分 35 秒）
２節・ ・ 訪問看護の歴史・ （07 分 20 秒）
３節・ ・ 訪問看護の定義及び理念と機能・ （10 分 16 秒）
４節・ ・ 訪問看護をめぐる諸制度（前編）・ （09 分 01 秒）
・ ・ 訪問看護をめぐる諸制度（後編）・ （13 分 33 秒）
・ ・ 第 1章　確認テスト・
・ ・【コラム】　チュータ－自己紹介・

第２章　訪問看護対象論
・ ・ テキスト・参考資料ダウンロード・
１節・ ・ 対象となる個人・ （04 分 27 秒）
２節・ ・ 対象となる家族・Ⅰ・ （08 分 37 秒）
３節・ ・ 対象となる家族・Ⅱ・ （17 分 57 秒）
４節・ ・ 対象となる地域・ （12 分 34 秒）
・ ・ 第２章・確認テスト・

第３章　訪問看護展開論
・ ・ テキストダウンロード・
１節・ ・ 訪問看護過程・ （11 分 36 秒）
２節・ ・ 訪問看護の実際・ （07 分 41 秒）
３節・ ・ チームケア・ （08 分 52 秒）
・ ・ 第３章・確認テスト・
・ ・【コラム】　訪問看護の研修・～訪問看護師養成講習とは？～・

第４章　在宅ケアシステム論
・ ・ テキストダウンロード・
１節・ ・ 在宅ケアシステム・ （14 分 35 秒）
２節・ ・ 在宅療養者が多く利用するサービスと関係職種の役割・ （17 分 28 秒）
３節・ ・ ケアマネジメント・ （14 分 50 秒）
４節・ ・ 退院調整・ （15 分 44 秒）
・ ・ 第４章・確認テスト・
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第５章　訪問看護技術論
　　１節　対象別技術論・―――――――――――――――――――――――――――――――――

・ ・ １節　テキストダウンロード・
１項・ ・ 在宅終末期ケアⅠ：概論・ （11 分 16 秒）
２項・ ・ 在宅終末期ケアⅡ：症状緩和ケア・ （16 分 19 秒）
３項・ ・ 在宅終末期ケアⅢ：家族支援・ （13 分 35 秒）
・ ・【参考映像】　在宅ホスピスケア・ （29 分 40 秒）
４項・ ・ 難病患者の看護・ （17 分 15 秒）
５項・ ・ 認知症患者の看護・ （24 分 15 秒）
・ ・ 第５章・１節・１～５項の確認テスト・
６項・ ・ 急変時の看護・ （18 分 25 秒）
・ ・ 体感！胸骨圧迫（心臓マッサージ）・・
・ ・【参考映像】　AEDの取扱い・ （07 分 09 秒）
７項・ ・ 精神障がい者への看護・ （18 分 08 秒）
８項・ ・ 小児・障害児看護Ⅰ：概論・ （13 分 39 秒）
９項・ ・ 小児・障害児看護Ⅱ：家族支援と社会資源の活用・ （15 分 09 秒）
・ ・【参考映像】小児在宅医療の実際：
・ ・ 　　　　　　　　　　　介護家族へのインタビュー・ （20 分 54 秒）
・ ・ 第５章・１節・６～９項の確認テスト・
・ ・【コラム】　困った時の強い味方・～相談窓口のご紹介～

　　２節　医療処理別技術論 ―――――――――――――――――――――――――――――――
・ ・ ２節　テキスト・参考資料ダウンロード・
１項・ ・ 在宅療養者への栄養指導・ （17 分 59 秒）
２項・ ・ 経管栄養法・ （12 分 05 秒）
・ ・【参考映像】　半固形流動食・ （12 分 13 秒）
３項・ ・ 点滴・中心静脈栄養法・ （23 分 18 秒）
４項・ ・ 褥瘡のケアⅠ：概論（前編）・ （13 分 55 秒）
・ ・ 褥瘡のケアⅠ：概論（後編）・ （16 分 15 秒）
５項・ ・ 褥瘡のケアⅡ：褥瘡の評価・ （08 分 19 秒）
６項・ ・ 褥瘡のケアⅢ：局所ケアと在宅褥瘡ケアの特徴・ （15 分 59 秒）
・ ・ 第５章・２節・１～６項の確認テスト・
７項・ ・ ストーマケアⅠ：概論・ （13 分 31 秒）
８項・ ・ ストーマケアⅡ：生活支援・ （13 分 11 秒）
９項・ ・ 在宅酸素療法・ （19 分 00 秒）
・ ・【参考映像】・（1）火気取扱いの注意・ （06 分 42 秒）
・ ・【参考映像】・（2）携帯用酸素ボンベの取扱の注意・ （08 分 03 秒）・
・ ・【参考映像】・（3）今日から始める自己管理・ （66 分 40 秒）
・ ・ 　　　　　　～呼吸リハビリテーションの実践～・
10 項・ ・ 在宅人工呼吸療法・Ⅰ：NPPV・ （12 分 46 秒）
・ ・【参考映像】　今日から始めるNPPV療法・ （37 分 48 秒）
11項・ ・ 在宅人工呼吸療法・Ⅱ：IPPV・ （15 分 29 秒）
12項・ ・ 間欠自己導尿・膀胱留置カテーテル・ （14 分 23 秒）
13項・ ・ 腹膜透析・Ⅰ：概論・ （08 分 20 秒）
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14 項・ ・ 腹膜透析・Ⅱ：訪問看護の実際・ （14 分 53 秒）
・ ・【参考映像】・（1）出口部のケア・ （01 分 48 秒）
・ ・【参考映像】・（2）ツインバッグの交換手順・ （29 分 43 秒）
・ ・ 第５章・２節・７～ 15項の確認テスト・
・ ・【コラム】　さらなるステップアップを目指して・～認定看護師教育課程～・

　　３節　訪問看護展開のための知識・技術・――――――――――――――――――――――――
・ ・ ３節　テキストダウンロード・
１項・ ・ フィジカルアセスメント：概論・ （15 分 26 秒）
２項・ ・ 呼吸器系のフィジカルアセスメント・ （17 分 40 秒）
３項・ ・ 循環器系のフィジカルアセスメント・ （12 分 46 秒）
・ ・【参考資料】フィジカルアセスメント・（打診・聴診）・
・ ・ 体験！聴診によるフィジカルアセスメント・
４項・ ・ 服薬管理・ （15 分 39 秒）
・ ・ 第５章・３節・１～４項の確認テスト・
５項・ ・ リハビリテーション看護Ⅰ：概論・ （21 分 29 秒）
６項・ ・ リハビリテーション看護Ⅱ：
・ ・ 　　　　　　　　摂食・嚥下障害リハビリテーション・ （24 分 32 秒）
・ ・【参考資料】　口腔ケアハンドブック・
・ ・【参考映像】　（1）摂食・嚥下のメカニズム・ （02 分 15 秒）
・ ・【参考映像】　（2）反復唾液飲込みテスト：RSST・ （00 分 39 秒）
・ ・【参考映像】　（3）改訂水飲みテスト：MWST・ （01 分 58 秒）
・ ・【参考映像】　（4）食物テスト：FT・ （01 分 24 秒）
７項・ ・ コミュニケーション技術Ⅰ：概論・ （13 分 00 秒）
８項・ ・ コミュニケーション技術Ⅱ：面接技術・ （12 分 16 秒）
９項・ ・ 療養者・家族のセルフケア能力を高めるための支援・・ （09 分 56 秒）
・ ・ 第５章・３節・５～９項・確認テスト・
・
第６章　訪問看護管理論
・ ・ テキストダウンロード・
１節・ ・ 訪問看護ステーションの経営・ （16 分 18 秒）
２節・ ・ 訪問看護の質の評価・ （07 分 58 秒）
３節・ ・ 訪問看護記録・ （14 分 31 秒）
４節・ ・ リスクマネジメント概論・ （10 分 29 秒）
５節・ ・ 訪問看護における災害対応・ （18 分 00 秒）
６節・ ・ 感染管理（前編）・ （11 分 38 秒）
・ ・ 感染管理（後編）・ （11 分 49 秒）
・ ・【参考映像】　訪問看護師のための在宅感染予防・ （31 分 04 秒）
・ ・ 第６章・確認テスト・
・ ・【コラム】　介護職員等における医行為について・
・ ・ コースレビュー（アンケート）・
・ ・ 必須のレッスンを全て受講し、テストに 70％以上の正解率で合格すると表示されます。・
・ ・ このコースレビューへの回答を以って修了となります。・
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